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（１）自然環境（１）自然環境

●水辺（低水路部）の植生概況

分 類 生息が報告されている主な種

植物注目種
オニバス、タコノアシ、ヒシモドキ、

ミズアオイ、コガマ、ウキヤガラ等

（低水路部に分布）

ほ乳類
キツネ、コウベモグラ、カヤネズミ、

ヌートリア、イタチ等

（キツネは毎年繁殖）

鳥類
ヒバリ、ウグイス、オオヨシキリ等

（草地の種）

ヒクイナ、カイツブリ等（水辺の種）

両生・は虫類
ウシガエル、トノサマガエル、

ヌマガエル、クサガメ、シマヘビ、

カナヘビ等

昆虫類
セスジイトトンボ、コフキトンボなどの

トンボ類、チョウ類、バッタ類等

（トンボ類は県下有数の生息地）

魚介類
カワニナ、チリメンカワニナ、

コウライモロコ、カワヒガイ、

メダカ等

・注目種として、オニバス、タコノアシ、ヒシモドキ、
ミズアオイ、コガマ、ウキヤガラ等の植物が確認さ
れている。

・動物では、ほ乳類、鳥類をはじめ多くの種の生息が
確認されている。（主な確認種：右表）

・県下有数のトンボの生息地として指摘されている。

●生物の生息状況 ＜河川水辺の国勢調査の結果概要＞

・ヒシ、ガマ、ツルヨシや川辺１年生草本群落などが
分布している。

一の荒手周辺の水辺 中島竹田橋より上流の水辺
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・オギ、セイタカアワダチソウ、カゼクサ、ヒメシバ、ススキ等による草
地、採草地が広がる。（一部、グランド・人工裸地）
・中島竹田橋より上流側に窪地があり、ヤナギの高木が見られる。

●高水敷の植生概況

●植生概要図（現地調査の結果概要：平成15・16年）

一の荒手周辺 二の荒手周辺中島竹田橋より上流の窪地

①沈水植物・浮葉植物群落

②河辺１年生草本群落

③開放水面

⑤多年生草本群落

（広葉草原：ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ）

④１年生草本群落

⑥多年生草本群落

（広葉草原：ヨモギ）

⑦多年生草本群落

（イネ科草原）

⑨人工草地

⑪グラウンド・人工裸地

⑩採草地

⑧ヤナギ高木林

凡例：植生概要図



●春～夏期の様子

●秋期の様子

●冬期の様子

【一の荒手周辺の様子】 【一の荒手から下流の眺め】

【中島竹田橋から上流の眺め】

【背割堤の様子】【一の荒手周辺の様子】

【一の荒手周辺の様子】



（２）歴史的資源（２）歴史的資源

一の荒手一の荒手

・築造当時は土堤であったと考えられるが、
現在はコンクリートで補強されている。

・荒手の上下流には、築造当時の姿を今に
伝える「亀の甲」が現存している。

＊二の荒手の長さが約百間（約180ｍ）あるこ
とから、「百間川」と呼ばれた。

旭川の
堤防

一の
荒手

二の
荒手

三の
荒手

水田

約百間
二の荒手二の荒手

・平成10年の洪水等にて、一部破損してい
るが、概ね築造当時の姿で現存している。

（中島竹田橋の整備に際し、発掘調査を実施）

二の荒手二の荒手

一の荒手一の荒手

●江戸時代に考案された三段方式の荒手の仕組み

＊三の荒手は、明治25年の洪水で破壊された。

旭川

百間川

中島竹田橋



旭川

亀の甲亀の甲
亀の甲亀の甲

現況越流部
約60ｍ

現況越流部
約60ｍ

一の荒手（築造時の幅）約130ｍ一の荒手（築造時の幅）約130ｍ

●全 景 ●上流側の「亀の甲」

●下流側の「亀の甲」
●見取絵図：文化11年（1814)

百間川

亀の甲亀の甲

一の荒手一の荒手



●全 景（中島竹田橋整備前の様子） ●見取絵図：文化11年（1814)

導流堤（左岸）導流堤（左岸）

導流堤（右岸）導流堤（右岸）

●右岸導流堤の様子

導流堤
（左岸）

導流堤
（右岸）

約180ｍ
（約百間）
約180ｍ
（約百間）

百間川

二の荒手二の荒手



●全景（現在の様子） ●全景（発掘調査時の様子：平成6月3月）

●下流側からの側面イメージ（現在）

●平成10年洪水による被害の様子

右岸堤防 左岸堤防

平成１０年洪水による
被災区間（復旧状況）

二の荒手二の荒手



上 流 下 流
約20ｍ

約2.5ｍ

約1.7ｍ

約1.5ｍ

●中島竹田橋整備前の様子 ●発掘調査時の様子（平成6月3月）

●現在の様子（右岸からの眺め）

●現在の様子（左岸からの眺め）●断面イメージ



（３）維持管理の現状（３）維持管理の現状

高水敷部の除草作業：１回/年（約14ha）

堤防部の除草作業 ：２回/年（約２ha）

●除草の実施状況（河川管理者） ●除草後の様子

＊ 除草作業費 ：約 800万円/年

●除草の範囲

旭川

旭川

百間川

旭川

百間川



（４）整備と利活用の現状（４）整備と利活用の現状

①グラウンド・多目的広場（占用の現状）

岡山市占用多目的広場
（許可：Ｈ１８．３．３１まで）

東岡山リトルリーググラウンド
（一時使用届）

自由使用

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

旭川

百間川



②百間川の浄化用水とホタル池・桜の広場

●百間川の水質改善対策として、平
成７年度より旭川から毎秒１m３の
浄化用水を百間川に導入している。

●また、浄化用水の導水部一帯を
親水公園・ホタル池として整備して
いる。

明星堰

ホタル池

浄化用水
の導入

一の荒手

旭川

桜の広場



③子どもの水辺「一の荒手」

子どもの水辺「一の荒手」は、旭川の河原と分流部を一体的に指定したもので、子どもたちの水
辺での活動を推進している。

自然観察の様子（一の荒手周辺） 水遊びの様子（ホタル池下流） 水遊びの様子（旭川）

一の荒手 リバーマップ一の荒手 リバーマップ



④中島竹田橋（右岸）橋詰め周辺広場

導流堤の下流側端部の堤防敷に、あづまや、
総合案内板等を設けている。（河川管理者）

旭川

百間川

中島竹田橋

また、隣接してポケットパークが整備されて
いる。（岡山市占用）



（５）関連計画（５）関連計画

①旭川・百間川ランニングコース

旭川と百間川の高水敷を利用したランニングコース
を岡山県・岡山市にて整備中。

岡山市（整備済）

岡山市（未整備）

岡山県（整備済）

旭川

百間川

整備済区間の様子
（旭川：岡山市）

未整備区間の様子
（旭川：岡山市）

整備済区間の様子
（百間川：岡山県）

未整備区間の様子
（百間川：岡山県）

山
陽
新
幹
線

中島竹田橋

岡山県（未整備）

都市計画道路
竹田升田線



②中原川締切堤防と河川防災ステーション

中原川への逆流を防ぐための締切堤防が平成16年３月完成。

中原川締切堤防

旭川 中原川 河川防災
ステーション

●締切堤防完成後の様子 ●締切前の様子

●平成10年洪水の様子

旭川

百間川

中原川

上流側
からの
眺め

●ゲートの様子

中原川締切堤防中原川締切堤防

・堤防の法面緩傾斜化（1:3）
・護岸を覆土し緑化
・樋門の門柱の無い形式
・樋門への魚道の設置

●整備での配慮事項（環境面）

下流側
からの
眺め



河川防災ステーション（国土交通省・岡山市）河川防災ステーション（国土交通省・岡山市）

■平常時の機能

交流機能
●河川を通じた交流拠点の場

●水害等河川情報の提供の場

●水防演習の場

●水防関係者の交流の場

レクレーション・便益機能
●地域住民が自由に利用できる場

●自然エネルギーの利用等、地域の規範と

なるような場

●集客性のある魅力ある場

■洪水時の機能

防災機能
●岡山市の水防活動における現場指令拠点

●水防資材の備蓄基地

●消防団員等水防従事者の待機休息の場

●周辺住民の緊急避難場所

●情報収集・発信基地

駐車場
芝生広場

多目的広場

ヘリポート

駐車場 水防活動スペース

水防センター 水防倉庫
中原川

中原川

平常時のイメージ平常時のイメージ

洪水時のイメージ洪水時のイメージ

中原川締切堤防の隣接地に河川防災ステーションを検討中。（平成16年３月30日：承認）



③都市計画道路 竹田升田線（岡山県）

平成16年度より、百間川橋梁（仮称）の下部工事を着手予定。

旭川

百間川

●都市計画図

都市計画道路
竹田升田線

山
陽
新
幹
線

中島竹田橋
二の荒手

●百間川右岸側からの眺め（計画路線上）

百間川

百間川

旭川

都市計画道路
竹田升田線


